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京都ブロックでは、７
月１日、『京都ブロック
例会』を開催した。

今年度のテーマとし
て“会員企業訪
問”をかねて、会
員企業関連施設
で例会を開催することにしている。
今回は、ワタベウエディング㈱が運営
するウエディング･宴会場『桜鶴苑』
を訪問した。『桜鶴苑』は、京都南
禅寺の門前に位置し、1200坪という
広大な敷地内に、数々の国定名勝

指 定 庭 園
を作庭した
７代目小川
治 兵 衛 に
よる美しい
日本庭園とモダンな
会場を擁する空間で、広 と々した落ち着きのある空間と洗練された料理を堪能した。例
会は、昨年まで事業連携を図ってきた京都商工会議所 『ビジネスモデル推進センター』
が、今年度より『知恵ビジネス推進室』と名称を変更し、新たな事業活動を開始したこと
から、今後の連携の可能性を確認する意味で、商工会議所から活動趣旨説明を受けた。
また、新事業として会員企業経営者と京都大学などの学生とのフラットな交流の場とし
ての『町屋共学塾』企画内容の説明を行い、９月スタートで賛同をいただいた。その後、
学生ニュービジネスの事例発表として、今回は立命館大学生 岡本淳子さんから新コンセ
プト和菓子『はなし･はずむ』の開発と事業化の経緯について発表いただいた。

例 会 の 後 、
『桜鶴苑』宴会
場で『落合 敏男 
前副会長の慰労
会』、兼『懇親
会』を開催し、会
員相互の親睦を
図った。

兵庫ブロックの例会を、８月７日、
(株)ホロニックが経営するホテルセト
レで開催した。

まず、最初にホテル内のツアーか
ら始まった。不振になり閉鎖された
ホテルを購入し、購入額以上の費用
をかけてリフォームと増築をしてい
る。東に多目的に使えるパーティー
ルームと宿泊施設、西にガラスでで
きたガラスのチャペルが増築されて
いる。このチャペルは2006年度のグ
ッドデザイン賞を受賞、ホテルも第21
回神戸景観ポイント賞を受賞してい
る。ツアーの後、同社の長田社長か
らホテルのコンセプトについてお話
いただいた。

まず、社名の「ホロニック」である

6月23日、滋賀ブロックの例会を琵琶湖
ホテルで開催。産学官の連携を深め県内
の新規産業創出に向けた支援活動を実施
していくことを目的に、本年度２回目の例

会を2部構成で開催した。参加者は15名。
今回は、「小舟木エコ村プロジェクト」を展開する、㈱地球

の芽の取締役、飯田航氏に
講演いただいた。

㈱地球の芽が
展開する「小舟木
エコ村プロジェク
ト」とは、人と自然
の関係が育まれ

るライフスタイルを提案する
街を目指して、特定非営利法人エコ村ネットワーキング
が提唱した「エコ村構想」を実現させてきたものであ

る。
家庭菜園を楽しみながら、環境

にやさしい暮らしを考え、実践する
街「小舟木エコ村」が近江八幡市
小船木町に誕生した。敷地約15ヘク
タールに368戸の住宅をはじめ、コ
ミュニティーセンター、農産物販売
所などを建築する。

敷地には約33（10坪）以上の菜園が設
けられ、庭などの散水に利用する為の雨
水タンクや堆肥用のコンポストを各戸に設
置。自然と人とのつながりをテーマにした
暮らし方を提案している。本年度「まちび
らき（入居開始）」が行われる全国でもま
だめずらしい滋賀発の本格的エコビレッ
ジである。食農やエネルギーなどの課題ご
とにＮＰＯと協働しながら、住民たちと新
しい街づくりを進めている。

講演終了後、懇親会場に場所をかえ和
やかな情報交換を行った。

ニュービジネ
ス推進委員会は
７月１６日、大阪凌
霜クラブ（神戸大学学友
会大阪クラブ）で「労働
力のグローバル化に如何

に対応するか」をテーマに第一回
目のワークショップを開催した。
グローバルな人材の育成や活用に
ついては業種や経営規模の大小を
問わずに切実な
課題となってい
る。会員企業がこうした課題に直
面した際、解決のヒントとなるよ
うに、事例をベースに議論して
いくことが狙いである。

第一回目はパネリストとしてユ
ーテック㈱（本社・奈良市）のモ

ハメッド・ラフィックル・イスラム理事、立命館大
学の石野貴史・国際企画課長、同大国際関係
学部４年生のパン志達氏ら３人を招聘、ジャー
ナリストの井上久男氏がコーディネーターを務
めた。バングラディッシュ生まれのイスラム氏は
２０年前に来日し、茨城大や東京工業大大学院
で学んだ後、シャープに入社。現在は同社の協
力企業であるユーテック㈱で研究開発を担当し
ている。立命館大学は現在、経済産業省と文部

科学省が共同で進める
「アジア人財資金構想」の中の高度専
門留学生事業に採択されるなど国際
化を推進している。石野氏はその事務
局である。パン氏は中国雲南省出身で
０３年に留学、来年からは立命館大の
職員として働く予定である。

企業、大学、学生のそれぞれ立場か
ら雇用のグローバル化とは何かについ
て議論した。議論の過程で浮上したキ
ーワードを２つ挙げると、「意識のビッ
クバン」「橋渡し役」である。「意識の
ビックバン」では、日本は外国人の労
働者をどのように受け入れるかもっと
総合的に幅広い視点で考えるべきで
はないかと指摘された。また、「橋渡
し役」については、両方の文化や言葉
などが分かるという理由から日本の本
社と海外の拠点をつなぐことができる
人材が求められているといった問題提
起もあった。詳細については、数回の
ワークショップ終了後、まとめて報告す
る予定である。

を
テ
ー
マ
に
議
論

滋賀
ブロック
滋賀
ブロック

人と自然の関係を育くむライフスタイルを
提案するまちづくり

人と自然の関係を育くむライフスタイルを
提案するまちづくり

京都
ブロック
京都
ブロック

が、「すべてのものは全
体の構成要素でありな
がら、それ自体も一つ
の全体である」という概念で、個と全体の
有機的調和を意味する。社員一人ひとり
のモチベーションが会社全体の発展の源
泉であるとの思いから命名したとのことで
ある。「セトレ」をブランド化し年2回のペ
ースで全国展開を行い、早ければ２年後に

株式上場の予定である。
長田社長に続いて、北京オリンピック代表選手を

応援されている㈱シースカイの岡社長がナショナル
トレーニングセンターから駆けつけ、同社が開発し
た素晴らしい技術について説明された。この技術は
今後電池の性能向上に応用されることになっている。

講演のあとは、夕日をバック
にイルミネーションが点灯され
た明石海峡大橋を楽しみなが
ら屋外のデッキでイタリア料理
に舌鼓を打った。大変おしゃ
れなホテルで会話もお酒もす

すみ、有意義な例会となった。

兵庫
ブロック
兵庫
ブロック

「
第
二
の
我
が
家
」ホ
ロ
ニ
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
セ
ト
レ
見
学

●
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
募
集
●　
Ｎ
Ｂ
Ｋ
で
は
「
ザ
ッ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
、
幅
広
く
会
員
の
皆
様
の
会
員
の
最
新
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
情
報
ご
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
☎
０
６
・
６
９
４
７
・
２
８
５
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
．
０
６
・
６
９
４
７
・
２
８
５
２　

■E
-m
ail

：nbk@
nb-net.or.jp

シースカイ社長の新技術説明も

第8回NBKフェスタ２１予告 ■日時：１１月６日(木 )　■基調講演：宋 文洲氏　■参加費：無料（但し　交流会は有料） 
■会場：大阪国際会議場１２Ｆ特別会議場　■交流会：リーガロイヤルホテル２Ｆ「山楽の間」※奮ってご参加ください。
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商品提案

設計・加工・組立

自社製品

〒651-2228　神戸市西区見津が丘2-1-3
TEL：078-998-2550（代表）FAX：078-998-2560
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Acrylic Monomers, Oligomers & PolymersAcrylic Monomers, Oligomers & Polymers

NKエステル （メタ）アクリレートモノマー

NKオリゴ ウレタン（メタ）アクリレート
エポキシ（メタ）アクリレート

ポリエステル（メタ）アクリレート

NKポリマー （メタ）アクリレート共重合物

ありがとうを化学する

Email  info@shin-nakamura.co.jp


